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食草：ミヤコグサ（マメ科）
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シルビアシジミのライフサイクル

4～11月の間に4～5回発生を繰り返す

ミヤコグサ

4～5月

11～翌年3月

幼虫で越冬

翌年3～4月

蛹

翌年4月



相反する除草条件

弱く除草する強く除草する

ミヤコグサは生育するが、
シルビアシジミはいなくなる。

シルビアシジミは成長するが、
ミヤコグサは生育しなくなる。



ミヤコグサが生え、
シルビアシジミ幼虫
が成長できるパッチ

強い除草を行う

ミヤコグサの生育サイクル

シルビアシジミはい
ないが、ミヤコグサ
が生長するパッチ

シルビアジミ成虫の移動

その年最後の世代が育つ10月中旬～11月中旬は
除草せず，幼虫が越冬できるチガヤを残す



宮崎河川国道事務所（白色）

宮崎市公園緑地課（色つき箇所）

大淀川水辺の楽校



大淀川水辺の楽校（2014年）

わずかにミヤコグサがあった

シルビアシジミ1♀だけ1確認できた

ジョンソングラス(2014/9/26) セイヨウヒキヨモギ(2014/6/5)

タチスズメノヒエ(2014/9/26) ハルシャギク(2014/6/5)

問題点：外来植物が多い



外来種を駆逐し、在来種を増やすための除草戦略

在来種と外来種では花の時期が異なる
在来種（チガヤ） 5～6月出穂
外来種（セイバンモロコシ） 7～8月出穂

秋の遅い時期に除草して裸地になると春に外来種が生えやすくなる
冬季も在来種が残るようにする

在来種の種ができた後、外来種が花の時期に除草する

2回目の除草は9月末までに行う チガヤは10月以降それ程伸びない

～



2014年9月26日

2015年1月27日

2017年9月9日

2018年1月24日

在来植生（チガヤ）は赤く見える

外来植物（ジョンソングラス）が繁茂

裸地状態

除草管理
の変更



OMZKメンバー
宮崎大学農学部、大淀川学習館、宮崎市公園緑地課
宮崎河川国道事務所、宮崎昆虫同好会



4月15日：春は第1化の成虫が卵を産む
のに十分なミヤコグサがある

11月12日：晩秋は越冬行う幼虫が育つた
めのミヤコグサが多くなる

8月14日：夏はマダラ刈により，生長段階
の異なるミヤコグサが生える

1月16日：冬は幼虫が越冬するために
背に低いチガヤが生えている

大淀川河川敷のシルビアシジミ生息地（越冬地）



大淀川水辺の楽校

シルビアシジミ
（国EN 県VU-r)

ギンイチモンジセセリ
（国NT 県VU-g)

ツマグロキチョウ
（国EN 県NT-g)

コムラサキ
（県NT-g)

確認された希少種



ヤマトシジミとシルビアシジミは草原の地面近くを飛んでいることが多い．
そのため，ヤマトシジミやシルビアシジミは地這シジミ（ジバイシジミ）とも呼ばれている．

大淀川でみられるシルビアシジミに似ているシジミチョウ

黒点が円弧状に並ぶ 黒点が2列に見える

ヤマトシジミ（11～13mm） シルビアシジミ（11～13mm）

ルリシジミ（15～16mm） ヤクシマルリシジミ（15～16mm）

ヤマトシジミとシルビ

アシジミは翅の斑紋

で見分けることができ

る．後翅裏面の外縁

から３列目の黒点列

が円弧上に丸く並ん

でいるのがヤマトシジ

ミで，少しずれて2列

に見えるのがシルビ

アシジミ．

ルリシジミとヤクシマ

ルリシジミは，ヤマト

シジミとシルビアシ

ジミよりも少し大きく

垣根や街路樹など

の樹木にまとわりつ

くように飛ぶ．



シルビアシジミ

ヒメシルビアシジミ

シルビアシジミの食草
ミヤコグサ、など

日本産蝶類標準図鑑（2006）より



シルビアシジミの分布
（1990年代の宮崎県）

シルビアシジミの分布
（現在の南九州）


